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開閉の浮壌千を箪 tTi瀧 に棺温槽に放て雄潤 し.温度
と珪卯前脚 u,産動乱乱 掘Jt薄,卯榔 H,劫山賊紬
幼虫刑の経だ私 達卯数等との罰搾油に温蜂と樽隼と
























. 舶 悦 に当って雨 脚 として ｢甜 馳｣を用いた｡
木酢兜と雨;礎の.J,:3駁ヨこか ､が, こも再転 F.1,5お3,3の
､他の潤 を銅 如 し附いて見たのでもろが調 細 こ成
功した尊'卦f-の数 TJ;甚だ少かったので言,T灘の蓑鶴が浮






















ィ.脊 白 浮 垂 子




学 鱗 lG 娩
第 2 産卵難問 浮腫手の産卵相調の調教璃卯前
職 冊 子蘭の方函こよったo甥た署 の々実験方怯結成
和` くなる欠点があったことを思う｡それは当室脱の凝視
の甜 托 して堀端が鞘 森野矧こ凝飢 瑚虫が時として
比の,'iFf瀧の水分に捕らえられ,非の自然の寿命を保も
鈴 1才主 管 I='1 洋 毘
昭 和 157年 鑑






























千 産 卵 前 相 聞



























Lj ,I-酎'=闇 ]延子の琵卵邪 tIlに関しては村江惟七代の調頚
鋳潰がある1)O蛾に従えば四で用言に於いては平均の風
脚ナの琵卯脚服8月上価こ放て14･7日,8月下旬に於
姉 '･)米 骨 頂 洋 賊 子 の 産 卵 期 間
昭潮 1.f)年鑑成 構































観察個体数 l 備 考
穴U7㍍I13
? ? ?? ? ? ? ?




FJj 虫 糾 学
-C汎r'l,9月中旬に於でユ914円であったと貰 う O
雅邦洋の獲た成横を見るに1押目･9J･臓 に放ける成





















盟群円熟 ま気温が低ければ恥 ,粗 薙長して行くを規
則と見なし得るものであろうO
生存其月間と産卵期間との関係 iJI荊13閥比産卵和明
約 3袈 成 規 の iI,A:揮 .口 数





































































防 虫 別 学 節 16 舵
描4衣 滞 日 洋 規 子 の 漂 卵 敷
附噂 産卵の行われ肘嘩湖は8月下旬乃至口月中旬であったO








を試したOこの傷付に放て相 通 軌矧 馴 本数が充分
であったとは言えないoLかし,この成紳 こよっ て






























第 S 形化に軍争琴日数 この点に剛 -る筆演の種
た糖梨を述べるに当って,罪験方法について-▲冨する
野がある011'PT和 19年にあってほ産卵された宿望は試







予 の 卵 腸 閉












了･棚机忠平均気温 写r)a-263gに於いては細 野 トで
餌0栽 管 向 洋.塵
昭 和 1口 年 産
昨比率 (%)
? ??? ?? ??
? ?? ?? ? ? ?? ??? ?? ?
? ? ??? ??? ??



































手 卵 め 脚 化 準
昭 和 ul 年 鑑
妻.1iLT-:Jt


















































を入れたL,鞘 重用惟鋼帯鼠 加l甑調苗を桐 フない伍温槽
的及び地下菜の:壬の朗なる条件下に仲たれたo実験成
締 ま約7毅に摘げる通 ()であるO
























第 8 幼虫期の死亡率 晒化した幼虫の中の幾何が
子 の 幼 虫 3m 間
範 粒 (平均牧童 6.30℃)












放けるよ()も封わ で劫瑚切がや し著 しく長くなるO.甲
均鮎洗礼 5`ゝCの9月下旬乃繋ユ(川 上旬に於雪も紛お
EM'oC の場合よE)竜幼虫舶 敬 いOしかし,利田氏
によれば斯くの如き衝岡を親めるふとほ出来ないO雑
著の成紳 こあらでは乱昌QCに至って幼虫指揮長くな



















い た 育 韓(形)
防 虫 科 学 解 16 改
悟醍糟内 (加温せず)(気温轍義ヨ.GD)
9月88-9月24日 j 91･'3-24･1









第 1 産卵前期間 この曲こ関して雑著が撲た痴呆
は第0表に7j訳･す通C)であるO
姉9譲圭､鳶色拝趨子の産卵前Ii91lt=円







士の取扱に掛 ､てこれを推濫すれば2(-)ロー 肝 C以上に
気温が高くなれば却 って遷卵前期脚ま翻 る羊とを
筋10衣 鳶色洋麗子の蕊卯潮間
盟 の 鳩 望競 冨鳩 謂 物腰
〔備考 成虫の羽化期は日月罪であったO























? ? ?? ? ?





















































第 4 産卵執 この.闇こ関 して雄藩切拡た結馳忠9,.
13衆に計 -3,通 E)で'漆,る｡
拾 ユ3衣 鳶色洋晃子の産卵数




































江崎甲 の成約 見るに相 中鳩 浦 …‡コ(.C の頬
骨に卯和はSIヨ伽 こして,之よZ)少しく矧郡猿り0月
/






卯胴 乎棚 可平均卵油 (ロ)～観 察 卯数






神 勅こ放け耕 欄 に関 しては筆者の成績も四 郎配L･の
それもほ か一致するものと習えよう0
第 6 卵の醸化率 略化率に関する邪教成励ま報lrJ
泌 二才,･す通 [)でさ'る｡
酪 1.絹 壬 鳶色浮娘子の別別ヒ準 (その 1)






上端の結果に従えば酢 蛸 言は 34%-詐タo' となり
竹 ,約 ,23O一割oCJ打ドごは聯化肇が低くなるかと思
-われる｡しかし,この成紙が黙して日照な贈化能力を




田の闘 lTiの紺 舶唖 下された卵の贈化率由 臓 かの始
錆 10表 鳶色弾施子の綱化肇 (その2)
























学 鰐 16 放
ず断言川来ない｡
拭みに江崎批ヒのl闘IL7年の買駿成靖を見るに幼虫









第 17衣 鳶色 浮 塵
棚
=f- の 劫 血 糊 聞














































































を及ぼさなかったとするも,奨助成励ま区 で々 あ っ て ,
何期 瑚正しい隣向を発見することは揖来ない榛に考
え射 tjるO用いた椙の品遍が一球でないのでこれらの
結氷を-鰍こして車軸摘 酔 う･べ針-Cはない が ,23oC9
防 虫 科 学 脚 ユ6 班
姉18表 鳶 色浬 越 す 幼虫 相 聞 の 死 亡 率
～91)oC の平均気温で抵凡そ 50,0/仙忠司別ヒせしめ
qlq.るものと貰い得るのではないかと考が つれるo現荏


















































































































































物から6-hepね の翼軸確執 7-nHC の戚粛化物の
polarogral1-から,γ-BHCを培嚢化すると,少くと
も2つ以上のよE3高級な嘘霧化物に麺化することを知
った｡この埴窮化物からpaTti加IChromat()BJ~叩 托y
によって敵t.Tlrl5-5瓦勘 や扱矧.L'滅勺-0-f)V,双磁;fl
能率 2.23n'EJの無色杖状の姑曲を分離したoこの化 l
食物の塩素含濃は C仔拙C17と一致し,アルカリで脱
塩酸すると融頭相0-ユ0ユOの hexEIChユorocyclol紙Jか
罷t
ir<lr
